
山
形
。
生
石
２
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
山
形
県
酒
田
市
大
字
生
石
字
登
路
田

２
　
調
査
期
間
　
　
一
一次
調
査
　
一
九
八
五
年

（昭
６０
）
七
月
を
九
月
、　
三
次

調
査
　
一
九
八
六
年
五
月
を

一
〇
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
山
形
県
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
安
郡
　
実

・
伊
藤
邦
弘

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

。
官
衛
跡

６
　
連退
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
前
期
、
奈
良
ぞ
平
安
時
代

７
　
迫退
跡
及
び
木
衛
出
土
遺
構
の
概
要

生
石
２
遺
跡
は
、
国
指
定
史
跡

「城
輸
柵
跡
」
の
南
東
約
五
節
に
位
置
す
る
。

剪
　

庄
内
平
野
の
東
端
、
出
羽
丘
陵

一　
　
の
山
麓
に
あ
り
、
標
高

一
〇
ぞ

一
二
ｍ
を
測
る
。
発
掘
調
査
は

，
意
勤

県
営
ほ
場
整
備
事
業
施
工
区
に

限

っ
て
行

っ
た
。
調
査
の
結
果
、

板
材
列
に
囲
わ
れ
た
官
衛
様
建

田
　
物
の
配
置
構
成
を
持
つ
遺
構
群

額

が
、
東
西
に
走
る
溝

（
ｓ
Ｄ
三

〇
〇
）
を
挟
ん
で
北
側
と
南
側

に
そ
れ
ぞ
れ
検
出
さ
れ
た
。
北
側
の
板
材
列
の
内
部
か
ら
、
掘
立
柱
建
物

一
五

棟
、
井
戸

一
基
、
溝

（
ｓ
Ｄ
一
〇
〇
）、　
土
羨
な
ど
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。

南
側
の
板
材
列
内
部
か
ら
、
掘
立
柱
建
物
六
棟
、
井
戸
三
基
、
土
羨
、
溝
状

遺
構
な
ど
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
墨
書
土
器
は
、
文
字
の
判
読
不
能
な
も
の
も

合
め
て
五
二
五
点
出
土
し
た
。
同

一
墨
書
銘
に
は

「井
」
０
一五
七
点
）、
「
工
」

０
一二
点
）
な
ど
が
あ
る
。
濤
Ｓ
Ｄ
三
〇
〇
か
ら
漆
紙
文
書
が

一
点
出
上
し
て
い

弦Ｏ
。木

簡
は
Ｓ
Ｄ

一
〇
〇
の
埋
土
中
か
ら
出
上
し
た
も
の
で
、
他
に
木
材

。
木
製

品

（弓
。
曲
物
・
独
楽

・舟
形

・
鋤

・
皿
な
ど
）
が
多
数
出
上
し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容〔親

ヵ
〕
〔養
ヵ
〕

ω
　
。
「養
養
養
養
見
者
有
固
有
神
是
是
是
是
是
」

くａ，

。
「
　

　

一日
日
日
日
日
日
―十
日
日
日
日
Ш
」

ω

〔解
申

≧

。
「
　

　

一日
日

旧
日
□
□
日
日

日
日
臣
　
くｃナ

。
「
　

　

一日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

」

①
ぶ
∞
∞
×
卜
〇
×
μ
Φ
　
　
Ｏ
牌
μ

柾
目
材

（杉
か
）
で
棒
状
を
呈
す
る
。
上
端
は
鋭
利
な
刃
物
で
垂
直
に
近
く

断
ち
切
ら
れ
て
い
る
。
下
端
は
溝
中
に
存
在
し
て
い
た
段
階
で
乾
燥
を
受
け
た

も
の
か
一
部
分
収
縮
し
て
い
る
。
な
お
先
端
に
は
斜
め
に
入
る
削
り
痕
が
見
ら

れ
る
。
四
面
に
墨
書

・
墨
痕
が
あ
る
。
ぐａナ
面
の
墨
書
は
肉
眼
で
も
鮮
明
に
読
み

瞳沌
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取
れ
る
。
赤
外
線
テ
レ
ビ
を
使
用
し
た
観
察
に
よ
れ
ば
、
くｃ，
面
で
は
二
文
字
の

ほ
か
墨
痕
が
認
め
ら
れ
、
⑮

。
①
面
で
は
墨
痕
だ
け
で
文
字
は
不
明
で
あ

っ
た
。

ぐａ，
面
に
つ
い
て
は
習
書
と
考
え
ら
れ
、
他
は
不
明
で
あ
る
。
濤
と
い
う
性
格

上
、
伴
出
遺
物
と
の
年
代
関
係
は
や
や
あ
い
ま
い
に
な
る
が
、
今
の
と
こ
ろ
奈

良
末
と
考
え
た
い
。

９
　
関
係
文
献

山
形
県
教
育
委
員
会

『
生
石
２
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書

（
２
曽

（
山
形
県
埋
蔵

文
化
財
調
査
報
告
書
第
九
九
集
　
一
九
八
五
年
）

同

『
生
石
２
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書

（
３
ご

（山
形
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書

第

一
一
七
集
　
一
九
八
六
年
）

（安
部
　
実
）

に
い
あ
お

ど

山
形

。
新
坐
旦
榎
迫還
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
山
形
県
酒
田
市
大
字
新
青
渡
字
家
際

２
　
調
査
期
間
　
　
一
次
調
査
　
一
九
八
二
年

（昭
５７
）
八
月
を
九
月
、　
二
次

調
査
　
一
九
八
三
年
七
月
ｉ
九
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
山
形
県
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
佐
藤
庄

一
・
安
部
　
実

５
　
迫退
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
平
安
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

新
青
渡
遺
跡
は
、
国
指
定
史
跡

「
城
輪
柵
跡
」
の
北
北
東
四
ｋｍ
に
位
置
す
る
。

酒
田
北
部
三
角
洲
上
に
立
地
す

る
数
少
な
い
遺
跡
の
一
つ
で
あ

る
。
標
高
四
ｍ
を
測
る
。

発
掘
調
査
は
県
営
は
場
整
備

事
業
施
正
区
に
限

っ
て
行

っ
た
。

遺
構
は
微
高
地
上
に
集
中
し
て

検
出
さ
れ
た
。
調
査
の
結
果
、

掘
立
柱
建
物

一
七
棟
、
井
戸
三

基
、
土
竣
二
〇
基
、
製
鉄
遺
構

(酒 田)




